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 PTSD3 項目簡易スクリーニング 使用の手引き 

 本尺度の意義、項目作成の背景 

 PTSD の疫学研究や大規模災害時のスクリーニング等のために、回答者の負

担を最小限に抑えた簡便な自記式尺度の必要性は高い。そのため、PDS

（Posttraumatic Diagnostic Scale）をもとに PTSD の再体験症状に焦点化し

た PTSD3 項目簡易スクリーニング（PDS の項目 22、23、26 より構成）を開

発した 

 日本語版 PDS の標準化に関しては以下の論文を参照 

Itoh M, Ujiie Y, Nagae N, Niwa M, Kamo T, Lin M, Hirohata S, Kim Y. 

(2017). The Japanese version of the Posttraumatic Diagnostic Scale: 

Validity in participants with and without traumatic experiences. Asian J. 

Psychiatr., 25: 1-5. 

 PTSD3 項目簡易スクリーニングに関しては以下の論文を参照 

Itoh M, Ujiie Y, Nagae N, Niwa M, Kamo T, Lin M, Hirohata S, Kim Y. 

(2017).  A new short version of the Posttraumatic Diagnostic Scale: 

validity among Japanese adults with and without PTSD. Eur. J. 

Psychotraumatol., 8(1): 1364119. 
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 CAPS 診断を外的基準とした PTSD3 項目簡易スクリーニング合計得点の感度・特異度

特性（ROC 分析**） 

データ 

臨床群（n = 106）・健常群（n = 63）PDS 日本語版回答データ、および CAPS

（DSM-IV）による PTSD 診断データを利用した。PDS の項目評定値は 0(まった

くない、もしくは、一度だけあった)～3(週 5 回以上／ほとんどいつも)であり、

PTSD3 項目簡易スクリーニングの合計得点範囲は 0～9 であった。 

ROC 曲線 

CAPS による PTSD 診断を外的基準として PTSD3 項目簡易スクリーニングの合計

点の ROC 曲線を作成した。曲線下面積（AUC）は 0.948 と 1 に近い値であった。 

感度・特異度等 

PTSD3 項目簡易スクリーニングの合計点 3 点以上を陽性とした場合の感度等は以

下の通りであった。 

感度：94.8 %、特異度：86.1 %、陽性的中率：90.2 %、陰性的中率：92.5 % 

 

 用語解説 

**ROC（receiver operator characteristic）分析 

連続量で表される検査結果について、様々なカットオフ値を設定した場合の感度と特異度を図示したグラ

フが ROC 曲線である。理想的な検査では左上隅を通る直角のグラフになるが無意味な検査ではグラフ上

に示した対角線となる。ROC 曲線下の面積（Area under the curve; AUC）は完全な場合に 1、無意味な

検査の場合には 0.5 となり、ある検査が陽性・陰性を区別するのにどれだけ有効かを示す指標となる。 

CAPS による PTSD 診断を

外的基準とした PTSD3 項目

簡易スクリーニング合計点の

ROC 曲線（Itoh et al., 2017 

より和訳して引用） 


